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號 三 十 四 百 三 第 誌 雜 學 物 動（151 ）

ら

出
る

。

又

陸
前

國

渡
波
附
近
の

介
塚
の

竜
恐

ら
く

二

れ

で

あ

る
。

更

に

柬
京

谷
中
介
塚
の

猪
も

破
片
の

限
う

よ

≒

勃

斷
す

れ

ば

津

雲

型
な

ら
で

こ

の

猪
で

あ
る

。

　

本
邦
の

先

史
時

代
土

偶
に

は

双

限
に

遮
光
器
を

掛
け
仁

も
の

が

あ
る

。

遮
光
器
及
そ
の

他
の

土
俗
（

土

俗
で

人

種
は
同

定
出
來
訟
）

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

が
大

陸
の

す
つ

と
北

部
の

雪
國
の

そ

れ
に

似
て

居
る

と
の

事
で

あ

る
。

・

猪
及
鹿

が

大

陸
型
的
で

あ

り、

叉

そ
の

鹿

が

今
の

内
地

鹿

よ

b
も
北

方
の

型
で

あ
る

事

と
照

合
し
て

甚
だ

面
自
い

事
で

あ

る。

　
．

今
日

で

も

幾
分
そ

の

氣
味

あ
る

東
北
地

方
は

當

時
扛

あ
っ

イ、

は
一

層
大

陸
的
の

風
土

と
一

層

凛
烈
な

寒

氣
候
と
が
支

配
し
て

居
陀

ら

う

と
思
は

れ
る

。

　

獺
澤
介
塚

探
査
の

結
果
は

北

海

道
に

於
る

古
今

の

鹿
が

如

何
な

る

も
の

で

あ
る

か、

叉

北

海
道

と

限
ら

す
樺
太、

朝

鮮、

滿
洲

等

の

先
史

時

代
動

物
群
が

如

何
な

る

も
の

で

あ

る

か

等
の

問

題
に

向

つ

て

興

味
を

唆
る
、

予
は

今

夏
を

以
て

先
づ

北
へ

行

く
、

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

松

本
彦
七

郎
）

　

　

　

●
パ

ラ

フ

ィ

ン

の

リ

ボ

ン

卷

『

ペ

ン

シ

ル

バ

ニ

ア
」

大

學
の

切・

」、°

属
ラ

自

は

去
年
バ

ラ

フ

イ

ソ

の

リ

ボ

ン

卷
き

の

簡
單
な

る

も
の

を

記

載
し
π

り

長
さ

四

寸

直

徑
二

寸

位
の

ボ

ー

ル

紙
の

圓
筒
の

爾

端
に

細
き

コ

川

ク

の

栓
を
な

し

之
に

ガ

ラ

ス

確

を

貫
け

る

も
の

孜
h

切

片
の
リ

ボ

ン

が

出
で

來

る

と

き
に

之

に

卷
く
な
b

切

片

を

數
遯

間
も
其
上

に

保
存

し
有
る

由、

ボ

ー

川

紙

圓

筒
の

代
り

に

竹

筒
を
以
す

れ

ば

便
利
な

ら

ん
。

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
（

谷
津

直
秀
）

●
ギ

ボ

シ

ム

シ

の

糞
ご

「

ア

レ

ニ

　

コ

ー

」

の

糞

　
去

る

四

月
上

旬

輻
岡

醫
科

大
學
の

櫻
井

搏
士

に

乞
う
て

津
屋
畸

の

臨

海

實
驗
所
を

拜
見

し
だ、

此

處
は

甞
て

青
木
理

學
士

が

滯
在

し
て

調

査
せ

ら
れ

陀

事
が

あ
る

が

未

だ

本
誌

に

は

見

え
陀

事
が

無

い

樣
で

あ

る

あ

る

ら

序
に

竝

に

紹
介
し
て

置

く
。

　
津
屋

崎
は

筑
前
宗

像

郡
に

屬
し
て

玄

界
灘
に

面
し

、

福

岡

市
の

北

方

約
六

里、

汽

車
と
馬

車
と

に

よ

れ

ば
一

時
間
餘

で

逹

す
る
。

以
前

頑

岡

縣
水

産

試
驗

塲
が

あ

つ

忙
が

先
年

そ
の

建
物
と

地

所
・
．一

を

大

學
ζ
寄
艪
せ

ら

れ

だ

の

で

後

來
萬
般
の

施

設
が

完
成

し
だ

な

ら
ば

有
用
な

實
驗
厨
と
な

る

で

あ

ら

う
。

　

此
の

地

は

鯛

の

産
地

と
し

て

名
高
い

が

浩

岸
の

フ

ォ

ー

ナ

は

概

し
て

淋
し
く、

磯
を
一

瞥

す
る

と
ヂ

ィ

ガ

セ
、

ヨ

メ

ヴ

サ

ラ
、

イ

ソ

ギ

ン

チ

ャ

ク

な

ど
が

あ
る

外
に

稀
に

カ

メ

ノ

テ
、

フ

デ

ヅ

ボ
、

ム

ラ

サ
キ

ウ
ニ

等

を
見
る

位、

灣
外
に

底
曳
を

試
み

る

に

僅
に

モ
・、、

ヂ

ガ

と
、

イ

ト

マ

キ

ヒ

ト

デ、

ク

モ

ヒ

ト
調

ブ、

ブ

ン

プ

ク

チ
ャ

ヴ

マ

等
が

獲
ら

る

云

に

過
ぎ
澱
。

　

け
れ

ど
も

轉
じ
て

入

江
の

中

を
見
る

と
此

處
は

可

な

り

面
自
い

事
が

あ
る、

梅
雨
の

頃
に

は

カ

ブ

ト

ガ
ニ

が

盛
に

押

よ
せ

て

産

卵

に

京
る

相
で、

昨

年
紳
田

左

京
氏
が

滯
在

中
幼
蟲
を

發

見
せ

ら

れ

た
が、

私
の

行
つ

紀

時

は
夫

は

見
ら

れ

な

か

つ

セ

代
ウ

に

干

潮
時

に

現
る

3
廣
汎
な

干

潟
の
一

部
に

ギ

ボ

シ

ム

シ

の

棲
息

す
る

事

を

見

把、

外
に

こ

の

干

潟
の

沙
泥
を
掘
る

と
「，
ア

レ

；
ー
フ

、

ヲ

（

雜

　

　

録
）

　
O
バ

ラ

フ

イ

ン

の

リ

ボ

ン

卷
O
ギ

ボ

シ

ム

シ

の

糞
と
コ

ア

レ

ニ

コ

ー

ラ
」

の

糞

鑒

二

一
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（

雑

　

　
録
）

　
O
「

ア

ノ

ヲ

エ

レ

ス

」

蚊
の

鴻
翻

力

プ
ン

ク

川

ス

」 、
「

シ

ナ
プ

タ
」 、

シ
ャ

ミ

セ

ン

ガ
ヒ

、

了
ノ

、

オ

ホ

ノ

ガ

セ

等
が

出
る

、

僅
々

一

兩
日

の

滯
在
で

到
底
思
ふ

檬
な

見
物
は

出

來
な
か

つ

た

が

落
付
い

て

調
べ

だ
な

ら
ば
な

ほ

種
々

の

も
の

が

現
る

≧

事
で

あ

ら
う

。

　

さ

て

哩

ボ

シ

ム

シ

と
「

ア

レ

ニ

コ

ー

ラ
」

と
は

屡
同

じ

塲
所
に

棲

息
し
同

じ

樣
に

紐
腴
の

砂
の

糞
堆
（

の
鶴

昌
伽

≦
h
目
げ
σD一

）

を

地
上

に

押
上

げ
る

事
は

人
の

知
る

所
で

あ
る

か
、

そ
の

糞
堆
が

極
め

て

よ

く

互

に

似
て

居
る

所
か

ら

外
部
か

ら

見
た

丈
で

は

殆
ど
區

別
が

出
來

衆

ね
る

。

　

Φ゚

己慶

費
湊
累
瑠

は

ギ

ボ

シ

ム

シ

の

發

生
を

研
究
（

本
誌

第
二

五

卷
第
三

〇
二

號
抄
録
參

照
）

す
る

傍
ら
此
の

蟲
の

生

態
に

就
て

知

り
得

た

所
を
三

回
に

亘
つ

て
．．
N85

σq
記
o
げ

霞

臣

萇
虫

σQ

霧
、．

に

報

告
し
て

居
る

が

（

一

九
一

〇、

一

九

＝
一

兩
年
）

、

彼
に

從
へ

ば

ヒご

ミ
黛

き
窯
O
鴇

§
気

§
器
ミ
器

と

稱
す
る

ギ

ボ

シ

ム

シ

で

は

糞
堆
か

ら
約
一

〇

乃
至
三

〇

糎
の

距

離
に

擂
鉢
形
の

小

凹
陷
が

あ
つ

て

蟲

は
三

〇
乃
至

六

〇

糎
の

深
さ

に

U

字
形
の

孔
を

穿
ち、

こ

の

擂

鉢
形
の

穴
に

前

端
を
向
け
糞
堆
の

あ
る

所
に

後
端
を
置

く、

そ

し
・

て
「

ア
レ

ニ

コ

t
ラ

」

の

糞
堆
と
の

違
ひ
は
ギ

ボ

シ

ム

シ

の

は
一

塊

と
な
つ

て

高
く

盛
上

つ

て

居
る

が
「

ア

レ

ニ

コ

ー

ラ
」

の

は

左

程

高

く

な

く
旦

數
塊
に

分
れ
て

孔
の

附

近
に

放

射
賦
に

並

ん

で

居
る

と

い

ふ

點
で

あ
る

。

　

生
惜
寫
兵
の

凖
備
が

不

完
全
で

あ
つ

陀
た

め

撮
影
し
て

置

く

事

が

出
來
な
か

つ

だ

が、

三

崎
な

ど
で

の

經

驗
と
も
前

記
ス

チ

ア

ス

ニ

ー

の

記
載
と

も

逹
つ

て、

ギ

ボ

シ

ム

シ

の

塲
合
に

も

甚
し
く

堆

ニ

ニ

積
し
て

居
す
叉

『

數
塊
に

分
れ
て

放
射
駿
に

並

ん

だ
』

所
を

掘
つ

て

ギ

ボ

シ

ム

シ

が

出
た

事

も
あ
っ

陀、

又

兩

者
が

極
く

接
近

し
て

棲
ん

で

居
セ

る

た

め

果
し
て

そ
の

糞
堆
が

ど
ち

ら
の

動
物
に

屬
す

る

か

判
ら
澱

塲
合
も

あ
つ

だ、

だ
r
ギ

ボ

シ

ム

シ

の

棲
息

地
は

極

め

て

局

限
せ

ら

れ
π
小

區

域
で

あ
つ

て
、

入

江
の

遙
か

口

に

近
い

渡
船
塲
の

附
近
や

實
驗
所
の

前
面

に

多
く
散
見

す
る

糞
堆
は

悉
く

一

ア

レ

ニ

コ

τ

ラ

の

で

あ
つ

た
、

之

は

明
か

に

散
亂
せ

す
し
て

堆

く
一

塊
を
な

し
且
つ

そ
の

下

の

地

面
が

鈍
く

隆

起
し
て

居
る

の

が

多
い

様
で

あ

つ

た。

ス

チ

ア

ス

ニ

！

の

記
載
と
違
ふ

の

は

動
物
の

種
の

異
る

に

も
よ

る

で

あ

ら
う、

街
ほ

將

家
機
會

あ
ら

ば

注

意
し

だ
い

と
思
ふ

が

敢
て

記

し
て

大

方
の

敏
示

を

仰
ぎ

た
い

と

思
ふ

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

大

島
廣
）

●
「

ア

ノ

フ

ェ

レ

ス

」

蚊
の

飛
翔
力

　
マ

ラ

リ
ア

病
豫
防
の
一

方

法

と
し
て
．

ア

ノ

フ
ェ

レ

ス

L

蚊
の

撲

滅

叉
は

之

を

避
け

る

事
は 、
最

も

肝
要
の

事
で

あ

る
、

近
頃
米
闡
に

於
て

戸
、

プ

リ
ン

ス

及
グ

リ

フ
ィ
ッ

ツ

は

此

の

見

地

か

ら

匡
お

黛

℃

富

騨

§
ミ
蔑
§
9

§
ミ
欝
肋

の

飛
翔

力
を

實

驗
的
に

調
査

し
其
の

結
果

を

吹
の

如

く

報
告
し
て

居
る

。

　
日

九
一

四

年
か

ら
一

九
】

五

年
に

か

け

水
地
の

マ

ラ

ジ

ア

病
研

究
の

傍
調
査
し

だ

所
に

よ

る

と

著
し
く

此

種
の

蚊
の

蕃
殖
す
る

塲

所
か

ら
一

哩

以
上

隔
つ

セ

處
の

建
物
内
に

は

此

の

種
の

蚊
が

甚

だ

稀
に

見

出
さ

れ
る

の

で

あ

る
。

而

し
て

最
も

盛
に

蕃
殖
す
る

塲

所

か

ら
一

哩

四

分
の
一

を

隔
て

だ

處
の

人

家
小

舍
内
に

は

全

ぐ
此

種
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